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甑
島
に
遺
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル

春

日

政

治

　
學
生
上
村
孝
二
君
が
、
今
春
露
郷
中
其
の
隣
村
に
マ
ラ
ス
ル
と
い
ふ
語
の
今
省
話
さ
れ
て
み
る
こ
と
を
知
っ
て
、
私
に
告
げ
て
く
れ
た
．

無
論
昨
年
私
の
し
た
講
義
の
中
に
、
マ
ス
（
落
語
の
丁
寧
助
動
詞
）
の
歴
史
的
黒
幕
に
着
す
る
事
柄
の
あ
っ
た
の
を
聴
い
て
み
た
か
ら
で

あ
る
。
上
村
鴛
は
鹿
兇
器
縣
薩
摩
郡
上
甑
村
中
点
（
上
餓
島
）
の
人
で
あ
っ
て
、
其
の
隣
村
と
い
ふ
の
は
同
島
里
村
の
こ
と
で
あ
る
。
私

は
思
ひ
が
け
な
い
費
い
資
料
を
得
た
氣
が
し
て
、
取
敢
へ
す
大
書
を
調
べ
て
貰
は
う
と
思
っ
て
、
同
君
の
夏
季
休
業
で
麟
補
し
よ
う
と

し
た
際
、
其
の
調
査
要
項
を
書
い
て
托
し
た
。
八
月
下
旬
に
入
っ
て
君
か
ら
報
告
を
受
け
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
里
村
の
み
な
ら
ず
、

中
甑
島
の
馳
距
（
行
政
匿
劃
上
、
上
甑
村
に
着
す
る
）
に
も
こ
の
語
が
話
さ
れ
て
み
て
、
而
も
そ
れ
が
老
幼
男
女
一
般
に
亘
り
用
ゐ
ら
れ

て
る
る
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
。
而
し
て
其
の
意
義
・
形
態
や
實
際
使
用
の
情
況
等
に
つ
い
て
大
更
を
貸
せ
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
珍
重
す

べ
き
こ
の
言
語
資
料
を
得
て
、
勘
か
ら
す
挽
ば
さ
れ
た
の
み
な
ら
す
、
是
非
其
の
生
き
た
語
を
聞
き
た
い
と
い
ふ
慾
望
が
そ
瓦
ら
れ
て
、

一
度
實
地
に
就
い
て
調
査
し
た
い
と
思
っ
て
み
た
が
、
今
夏
は
と
か
く
差
支
が
多
く
あ
っ
て
、
出
掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
　
柳

　
　
　
　
　
甑
島
に
逡
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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九
大
國
．
丈
學
　
　
第
こ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
二

十
月
中
旬
激
日
の
飴
暇
を
得
た
爲
に
、
彼
の
島
に
渡
っ
て
一
わ
た
り
こ
の
語
の
分
布
情
態
を
調
査
す
る
こ
と
が
出
撃
た
。

君
の
獲
見
さ
れ
た
功
績
を
特
記
し
、
か
つ
調
査
の
端
緒
を
開
い
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

先
づ
上
村
牽
ご
　
酩

。。
　
0



で
甑
島

長

内
画
　
　
●

　
　
青

獺
・
野
叡

　
　
　
　
　
涛
野
務

　
o
・
竃
’

　
　
　
　
　
　
O

曽
賓

甑
島
は
薩
摩
の
西
方
＋
五
六
海
里
の
洋
申
に
在
っ
て
、
上
申
下
三
島
を
列
ね
て
み
る
。
行
政
置
置
上
三
村
に
別
れ
て
み
て
、
上
甑
島
の

東
北
の
一
部
が
里
村
で
あ
る
が
、
里
と
い
ふ
部
落
が
九
州
本
島
か
ら
渡
る
口
津
に
な
っ
て
み
る
。
上
甑
島
の
西
南
部
と
中
甑
島
と
を
合
せ

て
上
甑
村
と
し
、
下
甑
】
島
が
下
甑
村
に
な
っ
て
み
る
。
私
は
十
月
十
七
日
（
土
）
の
午
後
上
餌
島
の
里
村
に
上
陸
し
℃
、
其
の
地
の
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
し
ま

査
を
し
て
一
泊
、
翌
＋
八
日
（
房
）
に
里
を
畿
し
て
島
の
北
海
岸
に
盗
う
て
西
方
小
島
を
訪
ひ
、
そ
れ
か
ら
南
方
申
甑
（
上
村
君
の
郷
里
）

に
出
て
、
船
で
中
甑
島
の
三
吉
に
渡
り
、
更
に
船
の
便
を
借
り
で
下
甑
傷
の
北
端
藺
牟
田
に
上
陸
一
泊
、
翌
廿
九
日
（
月
）
朝
里
の
地
の
調

査
を
遂
げ
た
後
、
舟
を
傭
っ
て
南
方
長
濱
に
渡
り
、
そ
れ
よ
り
陸
路
青
書
に
出
で
、
更
岡
山
を
躊
え
て
島
の
南
端
手
打
に
出
て
泊
っ
た
。

　
　
　
　
　
甑
島
に
造
れ
る
ヤ
ラ
集
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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九
大
・
國
文
學
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

二
十
日
（
火
）
手
打
の
調
査
を
了
っ
て
廿
一
日
（
水
）
朝
彼
の
地
を
出
船
、
串
木
野
に
上
っ
て
夜
晩
く
鍛
幅
し
た
。
前
後
島
に
在
る
こ
と
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

日
聞
、
訪
つ
れ
た
部
落
が
都
合
八
つ
で
あ
っ
た
。
三
島
内
で
行
か
な
か
◇
た
個
虚
は
上
甑
島
の
江
石
二
葉
ノ
浦
、
下
甑
島
の
片
野
浦
・
瀬

寿
浦
等
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
方
言
に
つ
い
て
は
、
力
め
て
港
転
生
の
人
に
遙
っ
て
、
概
略
な
が
ら
之
を
聞
く
を
が
出
來
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
て

只
桑
ノ
浦
の
事
だ
け
は
全
然
聞
く
便
宜
を
得
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
今
後
何
か
の
便
を
以
て
補
ひ
得
る
こ
と
と
思
ふ
。
．
私
は
こ
の
語
を
調

査
す
る
爲
に
、
主
之
し
て
各
地
の
小
笠
校
を
歴
訪
し
、
生
粋
の
其
の
地
産
れ
の
敦
師
の
方
々
に
聞
く
方
法
を
取
っ
た
。
教
師
の
人
の
ロ
が

方
言
か
ら
は
や
玉
不
醇
に
な
っ
て
み
る
こ
と
は
知
ら
な
い
で
も
な
い
が
、
未
知
の
土
地
に
初
め
て
渡
っ
て
探
訪
す
る
私
と
し
て
は
、
凡
て

に
亘
っ
て
之
が
最
も
便
利
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
探
悪
し
た
も
の
が
さ
う
し
た
不
感
も
混
じ
よ
う
し
、
第
一
登
り
落
零
い
た
族

行
で
な
か
っ
た
か
ら
、
必
ず
や
誤
聞
誤
記
も
あ
ら
う
、
又
後
か
ら
見
る
と
、
聞
洩
し
た
鮎
も
少
か
ら
ず
あ
っ
た
が
、
先
づ
大
疑
は
調
，
虚
し

得
た
と
思
ふ
か
ら
畠
私
が
三
島
に
亘
っ
て
．
記
し
取
っ
て
來
た
も
の
を
、
上
村
君
か
ら
貰
っ
た
報
告
（
里
村
と
平
良
と
の
）
に
併
せ
で
、
其

の
大
髄
を
書
い
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
う
　
　
も

　
三
島
を
通
じ
て
、
人
に
物
を
與
へ
る
こ
と
を
表
す
動
詞
に
、
ヤ
ル
・
ク
ル
ル
若
し
く
は
其
の
晋
韻
的
攣
託
の
ヤ
矛
・
ク
ル
イ
が
最
癒
普

通
に
行
は
れ
て
る
、
而
も
そ
れ
が
、
自
他
・
授
受
全
く
同
様
に
混
用
さ
れ
て
る
る
。
そ
れ
か
ら
上
ゲ
ル
と
か
差
上
グ
ル
と
か
い
ふ
謙
護
語

に
は
、
ヤ
リ
モ
ス
・
ヤ
イ
モ
ス
・
ク
レ
モ
ス
・
ア
グ
ル
・
ア
グ
イ
・
ア
グ
ッ
・
ア
ゲ
モ
ス
（
モ
ス
は
モ
ー
ス
と
長
く
言
ふ
虚
…
も
あ
る
）
な

ど
が
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
が
、
こ
の
他
忙
、
マ
ラ
ス
ル
・
メ
ー
ラ
ス
ル
若
し
く
は
其
の
攣
心
音
の
形
が
行
は
れ
て
る
る
。
私
の
調
査
の
中
心



は
其
の
マ
ラ
ス
ル
や
メ
ー
ラ
ス
ル
等
に
在
る
の
で
あ
る
。

　
上
甑
島
の
里
村
は
最
も
北
に
在
っ
て
、
而
も
島
中
第
一
の
大
部
落
で
あ
る
が
、
こ
玉
が
二
つ
に
別
れ
て
み
る
。
北
の
士
族
の
部
落
と
南

の
平
民
の
部
落
と
が
是
で
あ
る
。
こ
の
一
．
一
つ
の
部
落
は
言
語
が
自
ら
異
っ
て
み
る
の
で
あ
っ
て
、
其
の
士
族
の
方
に
は
用
ゐ
ら
れ
な
い

が
、
李
民
の
方
に
に
マ
ラ
X
イ
（
絡
止
形
）
と
い
ふ
語
が
使
用
さ
れ
て
る
る
。
マ
ラ
ス
イ
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
マ
ラ
ス
ル
が
島
猫
特
の
平

韻
晶
出
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
ル
が
イ
と
益
す
る
こ
と
は
、
子
書
の
憂
化
と
雪
中
の
憂
化
と
を
混
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
こ
の
島
に

於
け
る
ラ
行
（
r
）
書
の
ヤ
行
（
j
）
音
化
す
る
こ
と
と
、
ウ
（
u
）
音
の
イ
（
i
）
昔
化
す
る
こ
と
と
の
重
複
し
た
も
の
で
あ
る
。
其

の
結
果
、

　
　
家

　
　
釣

　
　
旅

　
　
野

　
　
輕

前
述
の
ヤ
イ

鴨瓶蒜業

な
ど
の
例
を
多
く
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

雑
誌
昭
和
六
年
一
月
號
二
月
號
に
蓮
載
さ
れ
た
宮
良
當
批
氏
の
「
甑
島
方
言
の
里
居
に
就
い
て
」
を
参
考
し
た
こ
と
が
多
い
。
）

　
こ
の
語
は
上
グ
ル
と
か
差
上
ゲ
ル
と
か
い
ふ
給
與
の
謙
護
動
詞
で
あ
っ
て
、

　
　
こ
い
ば
マ
ラ
ス
リ
ャ
よ
ろ
こ
ば
よ
う
。
（
之
を
上
げ
れ
ば
喜
ば
れ
る
だ
ら
う
。
）

　
　
　
　
　
儀
島
κ
逡
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五

（
ヤ
ル
〉
・
ク
ル
イ
（
ク
ル
ル
）
・
ア
グ
イ
（
ア
グ
ル
）
な
ど
は
勿
論
、

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ヒ
ル
ー
ア
ヒ
ー

　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ッ
ル
ペ
ー
ッ
イ
ベ

　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

ザ
ル
ー
ザ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ノ
ビ
ル
ー
ノ
ー
ピ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

カ
ル
ワ
ザ
i
・
カ
イ
ア
ザ

　
　
　
　
　
　
こ
の
書
韻
同
化
の
傾
向
が
わ
か
る
で
あ
ら
う
。
　
（
因
み
に
本
稿
の
音
韻
に
写
し
て
は
、

國
墨
院
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九
犬
國
丈
學
　

第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
犬

　
　
こ
い
ば
あ
ぎ
や
↓
ラ
ス
イ
。
（
之
を
貴
方
に
上
げ
る
。
）

と
や
う
に
．
用
み
る
の
み
な
ら
す
、
亦

　
　
爲
眞
ぽ
も
ろ
一
て
マ
ラ
ス
ラ
ー
。
（
爲
眞
を
貰
っ
て
上
げ
よ
う
。
）

　
　
わ
し
も
し
て
サ
ラ
ス
ー
か
、
（
私
も
し
て
上
げ
よ
う
か
」

な
ど
の
如
く
、
助
動
詞
や
う
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
之
を
丁
寧
助
動
．
詞
マ
ス
の
位
置
に
は
用
ゐ
ら
れ
な
い
や
う
で
あ
る
。
換
書
す
れ

ば
こ
の
語
の
意
義
は
マ
ヰ
ラ
・
ス
ル
の
原
意
に
止
ま
っ
て
み
る
や
う
で
あ
る
。

　
三
島
を
通
じ
て
以
下
述
べ
衣
う
と
思
ふ
マ
ラ
ス
ル
や
メ
ー
ラ
ス
ル
等
の
意
義
用
法
は
、
す
べ
て
右
の
里
村
に
於
け
る
や
う
で
あ
っ
て
、

皆
同
檬
で
あ
る
か
ら
、
以
下
一
去
，
繰
返
す
煩
を
遜
け
よ
う
と
思
ふ
。
因
み
に
丁
寧
助
動
詞
マ
ス
の
位
置
に
は
、
全
島
モ
ス
叉
は
塘
ー
ス
を

用
み
る
こ
と
は
、
鹿
宇
島
方
言
と
一
般
で
あ
る
か
ら
、
之
も
反
覆
す
る
こ
と
を
省
か
う
と
思
ふ
。
只
マ
ラ
ス
ル
や
メ
ー
ラ
ス
ル
な
ど
の
肋

．
動
詞
や
う
の
用
法
に
は
動
詞
忙
直
接
す
る
場
合
と
、
助
詞
テ
を
以
．
て
接
饗
す
る
場
合
と
の
別
が
、
地
方
に
よ
っ
て
蓮
ふ
．
か
ら
注
意
を
要
す

る
。
里
村
に
於
け
る
こ
の
実
績
法
は
、
・
シ
テ
マ
ラ
ス
イ
と
い
ふ
や
う
に
．
、
必
ず
テ
の
助
詞
を
俘
ふ
と
と
に
な
っ
て
ゐ
・
る
b

　
さ
て
こ
の
語
の
使
用
範
園
で
あ
－
る
が
、
蔀
落
の
丙
旭
も
・
現
今
は
若
年
の
人
に
漸
次
用
ゐ
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
老
人
間
、
殊
に
五
ヂ
歳
以

上
の
婦
人
に
多
く
行
は
れ
で
る
る
と
い
ふ
話
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
十
五
六
．
歳
の
教
師
の
人
が
、
自
分
等
も
以
前
に
は
使
用
し
た
と
い
ふ
か

ら
、
、
漸
家
其
の
使
用
範
園
の
荻
少
に
な
っ
て
行
く
傾
向
も
見
る
ご
と
が
善
柔
る
。
思
し
て
其
・
の
活
用
形
は
大
黒
左
の
如
く
で
あ
る
、

　
　
こ
い
ば
マ
ラ
・
ス
ー
。
（
之
を
上
げ
・
よ
う
。
）

　
　
と
い
．
ば
ば
．
蔓
さ
’
ん
に
マ
ラ
セ
ん
ζ
。
（
之
を
壽
，
婆
さ
ん
に
上
げ
な
い
か
。
）



　
　
じ
ゃ
一
こ
ん
ば
二
三
ぼ
ん
マ
ラ
セ
た
。
（
大
根
を
二
三
本
上
げ
た
。
）

　
　
あ
い
．
ば
ば
一
さ
ん
に
マ
ラ
セ
て
來
た
。
（
あ
れ
を
お
婆
さ
ん
に
上
げ
て
來
た
。
）

　
　
こ
い
ば
，
あ
ぎ
ゃ
ー
マ
ラ
ス
イ
。
（
之
を
貴
方
に
上
げ
る
。
）

　
　
あ
い
ば
ヤ
ラ
ス
イ
み
や
一
。
（
あ
れ
は
上
げ
ま
い
。
）

　
　
マ
ラ
ス
イ
も
ん
の
な
か
。
（
上
げ
る
物
が
な
い
。
）

　
　
ζ
い
ば
ぼ
一
さ
ん
に
マ
ラ
ス
リ
ャ
よ
か
。
（
之
を
お
婆
さ
ん
に
上
げ
れ
ば
よ
い
。
）

　
　
こ
い
ば
ば
一
さ
ん
に
か
せ
マ
ラ
セ
ー
。
（
之
を
お
婆
さ
ん
に
食
は
せ
て
上
げ
ろ
。
）

以
上
を
要
約
す
る
と
、
大
盟
下
二
段
活
用
で
あ
っ
て
、

　
　
飛
セ
ス
イ
ス
イ
嚢
（
ス
リ
ヤ
）
㌻
（
箋
段
の
セ
は
否
定
形
、
ス
は
雀
形
、
以
下
準
之
）

の
如
く
で
あ
る
が
、
未
來
形
に
マ
プ
シ
ヨ
ー
（
セ
ウ
）
と
い
ふ
形
が
用
ゐ
ら
れ
な
い
で
、
マ
ラ
ス
ー
と
い
ふ
攣
声
音
の
形
が
用
ゐ
ら
れ
る
。

動
詞
に
ウ
の
接
績
す
る
未
來
形
は
竜
（
下
段
括
弧
内
は
否
定
形
）

行
カ
ウ

起
キ
ラ
ウ

受
ク
ウ
，

見
ラ
ウ

蹴
ラ
ウ

（
行
カ
ン
）

（
起
「
キ
ラ
ン
）

（
受
ケ
ン
）

（
見
ラ
ン
）

（
蹴
ラ
ン
）

甑
島
に
邉
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ア
ス
ル

三
七

溜



　
　
　
　
　
九
大
國
丈
長
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　
來
ウ
　
　
　
　
　
　
（
來
ン
）

　
　
勉
強
ス
ウ
　
　
　
　
　
（
勉
張
セ
ン
）

な
ど
の
や
う
に
・
受
ク
ウ
●
卿
ウ
●
勉
強
ス
ウ
と
い
ふ
形
が
あ
っ
て
ウ
列
昔
に
攣
化
し
て
み
る
。
．
殊
に
下
二
段
や
ザ
墜
の
活
用
語
が
上
の

如
き
形
を
取
っ
て
み
る
の
で
、
こ
の
マ
ラ
ス
ウ
も
之
に
準
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
オ
列
拗
玉
書
が
ウ
列
匿
長
音
に
攣
す
る
こ
と
は
他
の
語

に
も
見
出
し
得
る
所
で
、

　
　
繭
巴
　
　
　
蕉
　
　
　
　
　
　
．
バ
シ
ョ
ー
ー
「
ー
バ
ス
ー

　
　
夫
婦
　
、
・
、
ヨ
ー
ト
ー
ム
τ
｝

な
ど
ぼ
其
の
例
で
あ
る
。
こ
の
ウ
の
接
績
す
る
未
來
形
に
は
、
他
の
地
方
に
於
て
も
、
・
殆
ど
シ
冠
1
（
セ
ウ
）
と
い
ふ
形
が
見
幽
さ
れ
な

い
の
で
あ
っ
て
、
島
の
方
言
の
特
徴
で
あ
る
如
く
見
え
る
、
さ
て
ζ
の
未
來
形
と
同
様
の
用
法
に
、
や
ラ
ス
ラ
ー
（
上
げ
よ
う
。
）
と
い
ふ

形
が
あ
る
。
之
も
動
詞
に
は
す
べ
て
行
は
れ
て
る
る
形
で
あ
っ
て
、

　
　
行
力
1

　
　
起
．
キ
ラ
ー

　
　
受
ク
ラ
！

　
　
見
ラ
ー

　
　
蹴
ラ
ー
，

　
　
ク

　
　
來
グ
ー

伽



　
　
勉
彊
ス
ラ
ー

の
如
く
で
あ
る
。
上
村
君
の
読
に
漏
る
と
、
前
掲
の
ウ
接
績
の
形
は
確
實
な
意
志
を
表
し
、
後
者
（
右
の
）
は
行
カ
ウ
・
來
ヨ
ウ
の
外
に

行
ク
コ
ト
ヨ
・
來
ル
コ
ト
ヨ
と
い
ふ
意
昧
を
も
表
す
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
層
因
っ
て
思
ふ
に
此
の
形
は
標
準
語
の
行
ク
ワ
・
來
ル
ワ
と
い

ふ
語
形
と
同
じ
も
の
ら
し
く
、
マ
ラ
ス
ラ
ー
は
マ
ラ
ス
㍗
と
い
ふ
蓮
語
形
に
馳
ワ
の
如
を
感
歎
助
詞
の
加
つ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

マ
ラ
ス
の
文
語
絡
止
形
に
う
ん
の
接
癒
し
た
も
の
か
と
も
思
っ
た
が
、
四
段
活
用
動
詞
の
行
力
1
に
な
っ
て
み
る
の
を
見
る
と
、
上
述
の

や
う
に
解
す
る
の
が
愛
當
で
あ
る
と
思
ふ
。
こ
の
ラ
ー
未
然
形
は
他
0
地
方
に
も
行
は
れ
て
る
る
や
う
で
あ
る
。

　
次
に
中
甑
島
の
平
良
で
は
里
村
と
同
じ
く
マ
ラ
ス
ル
系
を
用
み
て
み
る
が
、
其
の
繋
止
形
は
多
く
の
人
の
鷺
ふ
所
を
綜
合
す
る
と
、
マ

ラ
ス
ル
と
も
マ
ラ
ス
イ
と
も
又
は
マ
ラ
ス
ッ
と
も
誉
ふ
や
う
で
あ
る
。
叉
助
動
詞
や
う
の
用
法
に
も
、

　
　
歌
ば
う
と
て
を
か
せ
マ
ラ
ス
ー
か
。

　
　
お
い
も
し
て
マ
ラ
ス
ル
。
（
私
も
し
て
上
げ
る
。
）

唇
な
ど
の
如
く
、
動
詞
に
直
接
す
る
の
と
、
助
詞
テ
を
取
る
の
と
学
用
あ
る
や
う
で
あ
る
。
而
し
て
使
用
人
團
は
里
村
に
比
し
て
更
に
一
般

的
で
あ
っ
て
、
士
族
挙
民
の
別
な
く
、
上
は
老
人
よ
り
無
論
男
女
を
問
は
す
、
小
藩
校
の
寺
童
ま
で
も
常
用
し
て
み
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

活
用
形
を
検
す
る
と
、

　
　
マ
ラ
セ
ん
か
。

　
　
マ
ラ
ス
ー
い
。

　
　
マ
ラ
セ
た
。
マ
ラ
シ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

　
　
　
　
　
餓
島
に
慧
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
ソ
ー
ラ
ス
ル
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
九
大
國
丈
學

　
　
マ
ラ
セ
て
來
た
。
マ
ラ
シ
て
。

　
　
マ
ラ
ス
ル
。
　
マ
ラ
ス
ノ
・
。

　
　
マ
ラ
ス
イ
み
や
一
。
（
上
げ
ま
い
。
）

　
　
マ
ラ
ス
イ
げ
…
．
つ
て
。

　
　
マ
ラ
ス
ル
か
。

　
　
マ
ラ
ス
イ
も
ん
b

　
　
マ
ラ
ス
レ
ば
よ
か
。
．

　
　
マ
ラ
セ
ー
。
　
マ
ラ
セ
．
ヨ
。

な
ど
で
あ
っ
て
、

スセ

シセ

スス
イル

スス
イル

第
二
號

ス
レ

セセ
rヨ

四
〇

比
較
的
正
し
く
下
二
段
活
用
を
保
っ
て
る
な
が
ら
、
一
方
に
里
と
同
種
両
軍
の
形
が
行
は
れ
、
而
も
蓮
髄
の
シ
に
な
り
か
け
て
る
る
ζ
と

は
、
里
に
比
し
て
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
る
。
即
ち
サ
行
憂
心
に
な
り
か
け
て
み
る
こ
と
は
、
桃
山
時
代
の
マ
ラ
ス
ル
が
サ
攣
に
な
り
了
つ

た
の
と
同
一
過
程
に
向
っ
て
み
る
。
荷
蝕
に
注
意
す
べ
き
は
経
止
形
を
マ
ラ
ス
ッ
と
言
っ
て
殆
ど
ル
を
落
し
た
形
の
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
手
打
に
於
て
準
良
生
れ
の
川
畑
里
志
君
か
ら
聞
い
た
所
で
あ
る
が
、
同
君
が
特
に
注
意
し
て
話
し
て
く
れ
た
の
で
實
存
す
る
形
で

あ
る
こ
と
は
確
實
で
あ
る
。
之
が
マ
ス
ル
の
マ
ス
と
な
る
の
に
よ
く
似
て
み
て
、
後
に
述
べ
よ
う
と
思
・
ふ
メ
1
ラ
ス
ル
系
の
方
に
も
地
方



に
よ
っ
て
こ
，
の
現
象
が
見
え
て
み
る
の
で
あ
る
。
上
村
君
の
記
し
て
く
れ
た
平
良
で
の
例
の
中
に
、

　
　
烏
賊
な
つ
と
べ
つ
た
い
取
っ
て
穿
れ
ぱ
、
二
度
と
沖
に
や
や
い
マ
ラ
セ
ん
乏
ぱ
。
　
（
烏
賊
な
り
と
澤
山
取
っ
て
暗
れ
ば
、
二
度
と
沖

　
　
に
は
遣
り
申
さ
ん
の
に
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ

と
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
の
マ
ラ
ス
ル
は
輩
に
謙
譲
の
意
味
を
表
し
て
み
る
や
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
他
の
地
方
に
ク
レ
メ
ー

ラ
ス
ル
と
い
ふ
用
法
が
あ
っ
て
．
之
に
似
て
み
る
が
、
或
場
合
に
は
か
う
し
た
使
用
法
も
あ
る
と
見
え
る
や
し
か
し
私
の
聞
い
た
範
園
で

は
、
マ
ラ
ス
ル
に
も
メ
ー
ラ
ス
ル
に
も
普
通
こ
の
用
法
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
は
三
島
内
に
於
て
マ
ラ
ス
ル
系
の
遽
存
す
る
只
二
つ
の
部
落
で
あ
っ
て
、
上
村
君
の
調
査
し
て
く
れ
た
の
が
、
丁
度
こ
の
マ
ラ
ス

ル
系
の
個
塵
の
み
で
あ
っ
た
が
、
其
の
他
．
の
地
方
は
皆
メ
」
ラ
ス
ル
系
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
上
甑
島
の
西
部
に
小
島
・
瀬
上
と
い
ふ
二
つ
の
部
落
が
相
隣
し
て
あ
る
が
・
其
威
で
は
メ
ー
ヤ
ス
イ
（
全
盛
形
）
と
い
ふ
語
が
用
ゐ
ら

れ
て
る
る
。
自
重
ヤ
ス
イ
は
マ
イ
ラ
ス
ル
の
音
韻
言
託
か
ら
生
じ
た
形
で
あ
る
。
マ
イ
の
メ
ー
と
な
る
の
は
一
即
ち
二
重
母
音
ア
ギ
の

エ
ー
と
な
る
の
は
1
此
の
島
の
最
も
廣
い
範
園
に
行
は
れ
る
語
音
現
象
で
あ
っ
て
、

　
　
大
工
　
」
ダ
イ
ク
ー
ヂ
！
ク

　
　
買
物
　
カ
イ
モ
ノ
ー
ケ
！
モ
ン

　
　
平
　
　
良
　
　
　
　
タ
イ
ラ
ー
テ
ー
ラ

　
　
　
　
　
概
島
に
遺
わ
る
マ
ラ
．
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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九
大
國
丈
肇
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
泣
い
た
　
　
　
　
ナ
イ
タ
ー
ネ
ー
タ

な
ど
の
如
き
が
是
で
あ
る
。
う
の
や
と
な
る
も
の
は
、
巳
述
の
ラ
行
（
r
）
昔
の
ヤ
行
（
j
）
書
化
で
あ
っ
て
、
ス
ル
の
ス
イ
と
な
る
の

は
、
已
に
里
村
。
挙
良
等
の
マ
ラ
ス
イ
に
も
存
し
た
所
で
あ
る
。

　
こ
の
語
は
こ
の
部
落
で
も
巳
に
若
い
人
汝
に
は
用
ゐ
ら
れ
な
い
で
、
老
人
の
問
に
遺
存
し
て
み
る
や
う
で
あ
る
。
實
は
私
が
こ
の
調
査
の

爲
に
訪
聞
し
た
小
島
の
紳
山
吉
亟
氏
（
二
十
八
歳
）
が
こ
の
語
の
存
在
を
全
く
知
ら
な
い
で
、
上
ゲ
ル
と
い
ふ
謙
譲
語
に
は
ア
ゲ
モ
ス
と

か
ヤ
イ
モ
ス
と
か
い
ふ
よ
り
外
な
い
と
話
さ
れ
た
の
で
、
、
私
が
や
ム
失
望
し
て
み
た
際
、
瀬
上
出
身
の
同
夫
人
が
傍
か
ら
、
瀬
上
で
も
小

島
で
も
老
年
の
人
の
間
に
は
胆
嚢
ヤ
ス
イ
と
い
ふ
語
の
行
は
．
れ
て
る
る
こ
と
を
談
っ
て
く
れ
た
の
で
、
私
が
そ
れ
よ
と
期
待
し
て
來
た
獲

物
を
見
出
し
た
や
う
に
嬉
し
か
っ
た
盟
で
、
ζ
の
情
態
で
は
恐
ら
く
小
學
見
童
な
ど
は
使
は
な
い
言
葉
と
な
っ
て
み
る
の
だ
ら
う
。

　
ζ
の
語
を
こ
の
部
落
で
助
動
詞
の
や
う
に
使
用
す
る
こ
と
は
有
無
不
明
で
あ
る
が
、
．
紳
山
里
夫
人
の
言
ふ
所
で
は
、
自
分
は
知
ら
な
い

と
言
ぷ
享
で
あ
っ
た
。
活
用
形
は
、

　
　
こ
い
ぱ
メ
ー
ヤ
セ
ん
か
。

　
　
こ
い
ば
メ
ー
ヤ
ス
ー
か
。

　
　
あ
い
ぼ
メ
ー
ヤ
セ
た
。

　
　
こ
い
ば
メ
ー
ヤ
ス
イ
。

　
　
メ
ー
ヤ
ス
イ
も
ん
の
な
か
。

　
　
こ
い
ば
メ
ー
ヤ
ス
エ
げ
…
よ
か
。



　
　
と
い
ば
メ
｝
ヤ
セ
㌧

と
い
ふ
如
く
で
あ
っ
て
、

スセ

セ

ス
イ

ス
イ

ス
エ

セ
ー

の
活
肘
法
を
も
つ
て
み
る
。
・
此
の
地
方
の
特
徴
は
ラ
行
騰
を
全
く
食
け
て
了
っ
て
み
る
事
で
あ
っ
て
、
メ
ー
ヤ
ス
イ
の
ヤ
ー
は
他
地
方
に
．
例

の
な
い
事
で
あ
る
し
、
メ
ー
ヤ
ス
エ
の
エ
な
ど
も
、
他
に
一
個
庭
面
例
が
あ
る
が
、
稀
な
も
の
で
あ
る
。
つ
才
リ
マ
ラ
ス
ル
が
ラ
行
習
を

脆
落
し
て
マ
ス
と
な
っ
て
了
ふ
中
間
階
段
を
見
せ
て
み
る
と
も
見
え
て
、
頗
る
興
味
の
深
い
も
の
で
あ
る
。
元
年
こ
の
小
島
・
瀬
上
地
方

ぼ
島
中
で
も
大
分
言
葉
に
異
色
を
も
つ
て
み
る
所
で
あ
る
こ
と
を
、
里
村
・
中
甑
其
の
他
の
部
落
の
人
が
言
っ
て
み
る
の
で
あ
る
が
、
と

の
メ
ー
ヤ
ス
イ
と
い
ふ
形
は
、
此
の
地
よ
り
外
に
な
何
威
に
脇
な
塾
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
上
甑
島
に
は
マ
ラ
ス
ル
系
を
用
み
る
地
方
が
北
東
の
里
村
の
一
部
に
あ
っ
て
、
メ
τ
ラ
ス
ル
系
を
使
ふ
地
方
が
西
北
の
瀬

上
・
小
島
に
あ
る
。
（
桑
ノ
浦
の
事
を
途
に
聞
く
便
宜
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
虚
血
の
如
く
で
あ
る
。
）
而
し
て
南
部
の
申
甑
や
濫
悪
に
は

其
の
何
れ
も
が
使
は
れ
て
る
な
い
。
さ
て
中
富
島
唯
一
の
部
落
た
る
準
良
は
マ
ラ
ス
ル
系
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
な
る
。

　
次
は
下
甑
島
で
あ
る
が
、
こ
の
島
の
主
要
な
る
部
落
は
東
海
岸
に
北
か
ら
藺
牟
田
・
長
濱
・
青
墨
（
瀬
尾
を
含
む
）
が
あ
り
、
南
端
に

手
打
が
あ
め
・
西
海
岸
に
北
か
ら
瀬
々
野
浦
・
片
野
三
等
が
あ
っ
て
・
総
べ
て
メ
ー
ラ
ス
ル
系
に
属
し
て
み
る
。
　
（
酵
鵬
醇
の
こ
と
は
聞

く
便
宜
が
な
か
っ
た
。
）

　
藺
牟
田
は
メ
ラ
ス
ル
を
用
み
る
。
メ
ー
の
長
音
が
短
昔
化
し
て
み
る
が
、
形
は
比
較
的
崩
れ
な
い
で
保
た
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
翫
島
に
遣
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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學
　
　
　
　
第
二
號

　
　
メ
ヲ
シ
ヨ
ー
（
せ
う
）

　
　
メ
ラ
セ
ん
か
。

　
　
メ
ラ
セ
た
。
メ
ラ
シ
た
ρ

　
　
メ
ラ
セ
て
。
メ
ラ
シ
て
。

　
　
メ
ラ
ス
ル
。
メ
ラ
ス
イ
。

　
　
メ
ラ
ス
ル
も
ん
。
メ
ラ
ス
イ
ば
っ
て
。

　
　
メ
ラ
ス
レ
ぱ
。

　
　
メ
ラ
セ
ー
。

で
あ
っ
て
、

セ

シセ

スス
イル

スス
イル

ス
レ

セ
ー

四
四

1εo

下
二
段
活
用
を
存
し
て
は
み
る
が
、
乎
良
の
マ
ラ
ス
ル
の
や
う
に
連
用
が
シ
に
な
り
か
け
、
経
止
・
蓮
艦
の
ス
イ
と
い
ふ
形
は
、
巳
に
上
中

二
島
の
マ
ラ
ス
ル
に
も
メ
ー
ラ
ス
ル
に
も
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
を
助
動
詞
や
う
に
使
用
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
ふ
話
で
あ
っ
た

が
、
之
は
或
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
が
あ
る
。
使
用
者
は
多
く
大
人
で
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
噂
荷
私
の
書
取
つ
た
も
の
に

未
墨
形
の
セ
ウ
が
あ
っ
た
の
で
、
其
の
儘
こ
』
に
掲
げ
て
は
お
い
た
が
、
之
億
再
調
査
の
必
要
あ
る
も
の
と
疑
を
存
し
て
お
く
。
未
醤
形

シ
ョ
ー
（
セ
ウ
）
は
三
島
申
何
腱
に
も
用
ゐ
ら
れ
て
る
な
い
か
ら
で
あ
る
。



　
長
濱
は
メ
ー
ス
ル
と
い
ふ
語
を
用
み
る
。
即
ち
ラ
が
全
く
脱
落
し
て
了
っ
て
み
る
。
助
動
詞
や
う
に
使
用
す
る
に
は
必
ず
助
詞
テ
を
入

れ
て
、
・
、
シ
テ
メ
ー
ス
，
ル
と
い
ふ
。
使
用
範
園
は
藺
牟
田
と
同
じ
く
主
と
し
て
大
人
で
あ
る
と
い
ふ
。
活
用
は

　
　
メ
ー
セ
ん
。

　
　
メ
ー
シ
う
。

　
　
メ
ー
シ
た
。
メ
ー
シ
て
。

　
　
メ
ー
ス
ル
。
（
メ
ー
フ
ー
）

　
　
メ
ー
ス
ル
ぼ
っ
て
。

　
　
メ
ー
ス
レ
ぱ
。
メ
ー
ス
リ
ヤ
ー
。

　
　
メ
ー
セ
ー
。

で
あ
っ
て
、

シセ

シ

ス
ル

ス
ル

ス
レ

セ
ー

蓮
沼
は
シ
に
な
り
了
っ
て
、
其
の
シ
が
未
然
ま
で
窪
し
て
る
る
。
隠
避
形
に
空
室
フ
ー
と
い
ふ
翻
り
が
あ
る
こ
と
を
も
聞
い
た
。
こ
玉
で

は
サ
卓
筆
の
ハ
行
昔
化
す
る
こ
と
が
、
京
阪
地
方
の
そ
れ
の
様
で
あ
る
こ
と
は
宮
良
氏
も
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
っ
て
、
シ
タ
（
舌
）
を
ヒ

タ
と
い
ひ
、
ソ
レ
（
其
）
を
ホ
イ
な
ど
い
ふ
例
が
見
え
る
。
メ
ー
フ
ー
も
正
に
其
の
類
で
あ
ら
う
。
と
に
か
く
本
土
に
於
け
る
マ
ラ
ス
ル

が
マ
ス
ル
に
進
ん
だ
階
段
を
、
こ
の
メ
ー
ラ
ス
．
ル
差
押
ー
ス
ル
に
於
て
見
る
宅
と
が
出
來
る
し
、
一
面
彼
の
マ
イ
ス
ル
と
も
酷
似
し
て
ゐ

　
　
　
　
　
翫
島
に
置
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
書
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五

1ε1



　
　
　
　
　
・
九
　
　
大
　
　
囲
『
　
・
文
・
　
臨
調
　
　
　
　
　
㎜
第
噛
一
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
隅
ハ

る、

`
、
で
あ
っ
て
、
・
マ
イ
ス
ル
の
マ
イ
を
地
方
的
に
メ
ー
と
託
つ
℃
み
る
ま
で
で
あ
る
。

　
青
瀬
地
方
は
ほ
讐
長
濱
と
同
様
で
あ
る
が
、
助
動
詞
や
う
の
用
法
も
無
論
存
し
て
、

　
　
…
教
ヘ
メ
ー
セ
ー
。
（
教
へ
て
上
げ
よ
。
）
．

　
　
貸
し
メ
ー
ス
ル
コ
（
貸
し
て
上
げ
る
。
）

な
ど
の
如
く
、
助
詞
テ
を
借
ら
す
に
直
，
接
し
、
．
欝

　
　
ぐ
れ
メ
ー
ス
ル
。
（
上
げ
る
。
）

と
い
ふ
給
與
の
語
を
重
複
し
た
形
も
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
こ
の
形
は
南
方
に
は
行
は
れ
て
る
る
と
見
え
て
、
後
の
手
打
の
巡
田
（
メ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ヘ

ン
ダ
）
忙
あ
る
や
う
に
も
聞
い
た
。
か
う
し
た
形
は
給
與
の
義
が
動
詞
ク
レ
に
置
か
れ
宅
、
メ
ー
ス
ル
が
翠
に
謙
譲
の
意
味
だ
け
に
な
る

の
で
凄
る
が
、
是
等
の
例
を
前
述
の
平
良
に
於
け
る

　
　
一
一
度
と
沖
に
．
や
や
い
マ
ラ
セ
ん
と
ば
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
う
　
　
で

の
マ
ラ
ス
ル
の
用
法
と
合
せ
考
へ
る
と
、
巳
に
助
動
詞
や
う
に
置
か
れ
た
或
物
に
は
軍
に
謙
譲
語
だ
け
に
使
用
さ
れ
て
る
る
も
の
が
酸
生

し
か
け
て
る
る
こ
み
を
認
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
使
用
範
園
は
老
箔
男
女
を
問
は
ナ
一
般
に
亘
っ
て
み
る
や
う
で
あ
っ
て
、
活
用
は
、

　
　
メ
ー
セ
ん
で
．

　
　
メ
ー
セ
た
。
メ
ー
シ
た
。

　
　
メ
ー
ス
ル
。



　
　
メ
ー
ス
ル
も
ん
。
メ
ー
ス
ル
ば
っ
て
。

　
　
メ
ー
ス
レ
ぱ
。

　
　
メ
ー
セ
ー
．

未
同
形
に
メ
ー
ス
ラ
ー
と
い
ふ
形
が
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
メ
ー
ス
ー
も
メ
ー
ジ
ウ
も
な
い
や
う
に
聞
い
た
。
応
用
は
セ
．
．
シ
爾
用
で
、
．

彼
是
長
濱
と
は
小
異
が
あ
っ
て
、
大
盟
は

　
　
セ
　
弛
　
う
　
ス
ル
　
う
　
掌

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
手
打
は
ド
甑
島
の
南
端
に
在
っ
て
、
三
島
中
島
も
大
き
な
部
落
で
あ
り
、
村
役
場
も
置
か
れ
て
あ
る
首
邑
で
あ
る
。
部
落
…
は
濱
澄
麓
q

巡
田
の
三
つ
に
別
れ
て
み
て
、
言
語
も
露
寒
あ
る
さ
う
で
鎗
．
券
内
謹
漁
業
稟
の
部
分
3
ー
ワ
γ
若
し
－
は
ー

ラ
ス
ー
を
用
み
て
ゐ
惹
。
助
動
詞
や
う
の
用
法
に
は
動
詞
直
接
の
形
も
、
助
詞
テ
を
介
す
る
形
も
あ
る
や
う
で
み
る
。

　
　
教
ヘ
メ
ー
ラ
セ
ー
。
（
教
へ
て
上
げ
よ
」

　
　
貸
し
て
メ
ー
ラ
シ
う
Q
（
貸
し
て
上
げ
よ
う
。
）

　
使
用
者
は
大
人
老
人
で
若
年
の
者
に
は
な
い
と
い
ふ
。
活
用
形
は

　
　
メ
ー
ラ
セ
ん
。

　
　
メ
ー
ラ
ス
：
o
　
メ
ー
ラ
シ
う
。

　
　
メ
ー
ラ
シ
た
。
メ
ー
ラ
シ
て
。

　
　
　
　
　
繊
島
に
逡
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

ユ63



　
　
　
　
　
九
大
國
丈
學
　
　
第
・
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

　
　
メ
ー
ラ
ス
ー
。
メ
ー
ラ
シ
ー
。

　
　
メ
ー
ラ
ス
ー
ご
と
あ
い
。

　
　
メ
1
哺
フ
シ
ー
も
な
あ
な
か
。

　
　
メ
ー
ラ
シ
エ
げ
㌦

　
　
メ
ー
ラ
セ
ー
。

で
あ
っ
て
、
他
地
方
と
大
分
違
っ
て
み
る
。

　
　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ー
　
　
　
ス
ー

　
　
シ
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
エ
　
　
セ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
　
　
　
シ
ー

　
　
ス

こ
の
活
用
に
於
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
シ
形
の
榮
え
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
遽
用
が
シ
に
な
り
了
っ
て
、
そ
れ
が
未
然
に
も
絡
止
・
蓮

髄
に
も
巳
然
に
も
表
は
れ
て
る
て
、
セ
や
ス
も
存
し
て
は
み
る
が
殆
ど
シ
の
み
で
事
足
る
形
を
取
っ
て
み
る
。
叉
ス
ー
の
終
止
形
も
ラ
行

書
の
ヤ
行
晋
化
で
あ
っ
て
、
他
の
ス
イ
と
異
ふ
形
で
あ
る
し
、
已
然
の
シ
皿
も
、
小
島
の
ス
エ
に
準
ず
べ
き
ヤ
行
音
化
で
あ
る
。

　
麓
は
メ
ー
ス
ル
を
用
み
て
う
の
脆
髪
形
で
あ
る
。
助
動
詞
や
う
の
用
法
に
は
助
詞
テ
を
取
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
教
ヘ
メ
ー
セ
ん
か
。
（
教
へ
て
上
げ
ぬ
か
。
）

一
般
に
行
は
れ
て
は
み
る
が
、
子
供
は
籐
り
使
用
し
な
い
や
う
に
な
っ
て
み
る
。

　
　
メ
ー
セ
ん
か
。

　
　
メ
ー
ス
ー
。
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・
又
ー
シ
た
。
メ
ー
シ
て
。

　
　
メ
ー
ス
ル
。

　
　
メ
，
ス
ル
ば
つ
で
。

　
　
メ
ー
ス
レ
ぱ
。

　
　
メ
ー
セ
ー
。

サ
行
攣
格
に
活
用
し
て
、
只
未
來
形
に
メ
ー
ス
ー
が
あ
る
の
は
他
の
地
方
と
同
檬
で
あ
る
。

スセ

シ

ス
ル

ス
ル

ス
レ

セ
ー

　
巡
田
に
点
て
は
大
盛
前
二
者
を
併
用
し
て
み
る
さ
う
で
あ
る
が
、
老
人
が
メ
ー
ラ
ス
ル
の
長
い
形
を
、
若
年
の
人
が
メ
ー
ス
ル
の
短
い

形
を
用
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
玉
に
も
ク
レ
メ
ー
ラ
ス
ル
・
ク
レ
二
目
ス
ル
と
い
ふ
形
の
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
活
用
な
ど
の
委
細

に
就
て
は
遺
憾
な
が
ら
聞
く
便
宜
を
得
な
か
っ
た
。
瀬
々
野
浦
で
は
メ
ー
ラ
ス
ル
を
用
み
て
、
助
動
詞
や
う
の
用
法
に
は
助
詞
テ
を
介
ぜ

す
に
動
詞
に
直
接
し
、
使
用
範
園
は
老
若
男
女
一
般
に
亘
っ
て
み
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
活
用
も
未
來
骸
に
ス
ー
が
あ
る
．
の
み
で
殆
ど

正
し
く
下
二
段
に
保
た
れ
て
み
る
や
う
で
あ
る
。
片
野
浦
は
濱
田
と
岡
と
に
別
れ
て
み
て
、
首
鼠
の
方
で
は
メ
ー
ラ
ス
ル
を
用
ゐ
．
岡
．
の

方
で
は
メ
ー
ス
ル
を
用
ゐ
で
る
る
さ
う
で
あ
る
。
而
も
爾
方
と
も
ル
を
失
ひ
か
け
て
る
て
、
活
用
が
四
段
化
す
る
傾
向
が
見
え
て
み
る
。

岡
の
方
の
語
と
し
て
談
っ
て
く
れ
た
形
は
、

　
　
メ
ー
セ
ん
。

　
　
　
　
　
飯
島
に
逡
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

ユ65



　
　
　
　
　
九
大
國
丈
學
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
五
〇

　
　
メ
ー
シ
た
適
メ
ー
シ
て
。

　
　
メ
ー
ス
で
。

　
　
メ
ー
ス
と
が
な
か
。
　
　

セ
シ
ス
ス
セ
セ
ー

　
　
メ
ー
セ
ぱ
。

　
　
メ
ー
セ
ー
。

な
ど
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
斑
を
窺
ふ
こ
と
が
脂
気
よ
う
。
濱
田
の
方
も
、
蓮
用
が
シ
に
な
っ
て
み
て
、
絡
止
・
連
判
に
殆
ど
ル
を
落
し
て

了
ふ
さ
う
で
あ
る
。

四

　
以
上
を
概
括
す
る
と
、
上
中
下
甑
島
を
通
じ
て
、
マ
ラ
ス
ル
系
を
使
用
す
る
所
が
里
村
と
準
良
と
で
あ
っ
て
、
何
れ
を
も
用
み
な
い
中

甑
と
江
石
と
を
除
い
て
、
他
は
全
部
メ
ー
ラ
ス
ル
系
に
写
し
て
み
る
。
さ
て
こ
の
・
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
の
分
布
が
如
何
な
ゐ
起
源
を
，

有
す
る
か
、
叉
本
土
に
於
け
る
マ
ラ
ス
ル
と
如
何
な
る
關
係
に
立
つ
か
は
、
容
易
に
は
断
案
を
下
し
難
い
。
先
づ
こ
の
二
つ
の
形
が
共
に

マ
イ
ラ
ス
ル
（
マ
ヰ
ラ
ス
ル
）
よ
り
來
た
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
島
内
に
於
け
る
昔
韻
礎
化
の
地
方
的
差
異
と
見
る
解
繹
も
あ
ら

う
。
ア
イ
の
二
重
魚
燈
が
島
の
南
部
で
は
エ
」
と
な
る
が
、
北
部
で
は
や
ー
と
な
る
こ
と
は
宮
良
氏
の
調
奄
に
表
は
れ
て
る
る
所
で
あ
っ
て
、

同
じ
マ
イ
ラ
ス
ル
も
、

　
　
ミ
ヤ
ー
ラ
ス
ル
（
北
部
）



　
　
メ
ー
ラ
ス
ル
（
南
部
）

と
い
ふ
二
つ
の
形
に
分
れ
得
る
。
南
部
の
メ
ー
ラ
ス
ル
の
成
立
は
か
く
読
明
し
て
誤
り
は
な
払
と
思
ふ
が
、
北
部
の
方
も
ミ
ャ
ー
ラ
ス
ル

が
直
面
化
し
て
マ
ー
ラ
ス
ル
と
な
り
、
更
に
短
音
化
し
て
マ
ラ
ス
ル
と
な
っ
た
も
の
だ
と
見
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
マ

ラ
ス
ル
は
マ
が
明
か
な
直
音
而
も
短
昔
で
あ
っ
て
、
さ
う
し
た
攣
花
を
取
っ
た
跡
を
討
ね
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
し
、
か
つ
本
土
に

曾
て
存
在
し
た
マ
ラ
ス
ル
に
絵
り
に
似
通
っ
て
み
る
。
か
く
て
マ
ラ
ス
ル
が
本
土
に
於
け
る
マ
ラ
ス
ル
と
關
係
し
て
み
る
と
見
る
解
繹
が

成
立
ち
得
る
。

　
三
島
を
通
じ
て
観
る
と
、
メ
ー
ラ
ス
ル
と
い
ふ
語
が
其
の
大
部
分
の
範
園
を
占
め
て
み
て
、
之
が
こ
の
島
に
於
け
る
マ
イ
ラ
ス
ル
の
一

般
的
攣
読
の
形
と
見
る
こ
と
が
出
廻
る
。
（
或
は
九
州
本
島
で
早
く
巳
に
成
立
っ
て
る
た
形
か
と
も
恩
は
れ
る
。
）
さ
う
す
る
と
、
マ
ラ
ス

ル
が
極
め
て
一
部
に
行
は
れ
．
、
而
も
比
較
的
島
の
入
口
の
地
方
に
分
布
し
て
み
る
な
ど
か
ら
考
へ
て
、
如
何
な
る
機
會
か
ら
か
、
マ
ラ
ス

ル
が
九
州
本
島
或
は
其
の
他
か
ら
こ
の
一
部
に
渡
っ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
う
し
た
考
察
は
更
に
多
分
に
島
の
歴
史
的
若
し
く
は

交
化
的
背
景
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
私
の
研
究
は
未
だ
そ
れ
ま
で
に
至
っ
て
み
な
い
か
ら
、
鼓
に
は
只
こ
の
假
設
的
愚
案
を
試

み
る
に
止
め
て
お
く
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
語
の
意
味
は
、
給
與
の
謙
譲
動
詞
で
あ
っ
て
、
上
ゲ
ル
と
か
差
上
ゲ
ル
と
か
い
ふ
意
義
を
も
ち
、
叉
動
詞
に
直
接
し
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
む

し
く
は
助
詞
テ
を
介
し
て
接
齢
し
て
、
同
義
の
助
動
詞
や
う
に
用
ゐ
ら
れ
る
。
こ
の
助
動
詞
や
う
の
或
用
法
に
は
箪
に
謙
譲
の
義
に
用
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
し
　
　
う

ら
れ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
が
、
ま
だ
丁
寧
助
動
詞
マ
ス
の
意
義
ま
で
に
は
成
下
っ
て
は
み
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
抄
物
に
於
け
る
マ

ラ
ス
ル
と
同
程
度
に
止
ま
っ
て
み
て
、
吉
利
支
．
丹
文
學
や
狂
言
詞
な
ど
の
程
度
ま
で
に
は
な
っ
て
み
な
い
。
こ
，
の
鮎
に
於
て
こ
の
島
に
於

　
　
　
　
　
甑
島
に
遣
れ
る
マ
ラ
ス
ル
と
メ
ー
ラ
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
互
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九
大
國
丈
學
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

け
る
此
の
語
は
足
利
中
期
の
マ
ラ
ス
ル
を
存
し
て
み
る
と
言
っ
て
よ
い
。
次
に
形
態
で
あ
る
が
、
マ
ラ
ス
ル
の
方
は
留
用
が
セ
と
共
に
シ

を
生
じ
て
み
て
、
下
二
段
か
ら
サ
攣
た
な
る
過
渡
期
に
在
っ
て
、
抄
物
と
吉
利
支
丹
文
學
と
の
聞
に
あ
る
古
さ
で
あ
る
。
メ
ー
ラ
ス
ル
め

方
は
地
方
に
よ
っ
て
種
々
の
攣
化
を
し
て
み
る
が
、

　
　
メ
ー
ラ
ス
ル
（
…
瀬
々
野
浦
）
メ
ラ
ス
ル
（
藺
牟
佃
）

　
　
メ
ー
ラ
・
ス
ー
（
手
打
の
濱
）

　
　
メ
ー
ヤ
ス
イ
（
小
島
℃
瀬
上
）
メ
ラ
ス
イ
（
藺
牟
田
）

　
　
メ
ー
ス
ル
（
長
濱
・
青
瀬
・
手
打
の
麓
）

　
　
メ
ー
ス
（
片
野
浦
）

な
ど
を
陳
ね
て
見
る
と
、
漸
次
簡
輩
化
し
て
行
き
、
從
っ
て
活
用
の
下
二
段
か
ら
サ
行
愛
格
、
更
に
四
段
化
の
傾
向
を
取
り
行
く
各
階
段

が
、
位
置
的
に
は
錯
綜
七
な
が
ら
も
三
島
の
内
に
見
ら
れ
、
以
て
マ
ス
の
形
態
攣
化
の
経
路
を
考
へ
み
に
資
す
る
に
足
っ
て
興
味
あ
る
も

の
で
あ
る
。
最
後
に
マ
ラ
ス
ル
も
メ
ー
ラ
ス
ル
も
乃
至
メ
ー
ス
ル
も
、
或
部
落
で
は
国
軍
老
若
男
女
一
般
に
使
用
さ
れ
て
る
る
が
、
何
れ
か

と
言
へ
ぼ
、
已
に
挿
語
に
な
り
か
け
て
み
て
、
漸
次
使
用
さ
れ
な
い
藩
命
に
置
か
れ
て
み
る
も
の
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
中
津
や
江

石
な
ど
に
も
曾
て
は
何
れ
か
が
行
は
れ
て
る
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
今
は
全
く
其
の
跡
を
絶
っ
て
る
る
も
の
で
あ
る
。

　
絡
に
彼
の
地
に
於
け
る
・
方
々
の
懇
切
な
る
材
料
提
供
を
謝
す
る
と
巽
北
、
．
之
を
警
衛
と
し
て
更
に
そ
れ
ら
の
方
々
の
訂
正
増
補
を
待
っ

て
、
再
稿
稿
三
の
機
あ
る
べ
き
豫
期
の
下
に
草
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
を
は
り
）
一
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